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１　見通しの悪い十字路での事故防止対策

２　ふるさと納税者への特産品を送る仕組み

３　自然災害に備えた防災無線の整備

４　給食の味の改善

５　スケートボードパーク施設の提案

６　消防団員の定員管理と募集

７　道路敷の電柱の移設

８　コミュニティ助成事業の周知

９　山川の越前水仙の城跡公園への移植

10    景気浮揚策の提案
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平
成
26
年
度
は
、
36
件
の
ご
意
見
・

ご
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
回
答
希
望
の
あ

っ
た
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件
に
つ
い
て
回
答
を
行
い
ま
し

た
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い
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だ
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ご
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よ
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映
さ
れ
て
い

ま
す
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あ
な
た
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れ
て
い
ま
す
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へ
の
ご
意
見
箱
」 

結
果
報
告

　平成26年度は、36件のご意見・ご提案が寄せられ、回答希望のあった
28件について回答を行いました。

　市長へのご意見箱については、郵送の封書を市役所、市役所駅前分庁舎、山川・江川出張所、
市民情報センター、市民文化センターアクロス、かなくぼ総合体育館に設置しています。
また、市ホームページ「市長室」内（http://www.city.yuki.lg.jp/page/page000957.html）
から送信することもできます。

  市秘書課 　 　34-0401

意見・提案例 ※平成27年3月23日現在

対象者

説明会の開催、普及啓発資料の作成、先進地調査、
防災カルテ・防災マップの作成、
そのほか新たな自主防災組織の
結成に必要な事業に要する経費

※飲食代に関しては原則対象外
　となります。

メガホン、消火器、救助用工具、
担架、避難誘導旗、腕章、強力ラ
イト、非常持出袋、井戸用ポンプ、
消防用ポンプ、そのほか自主防災
組織の整備に必要な資機材ならび
に備蓄食糧の購入に要する経費

市防災交通課

　災害対応では、自分や家族を守る「自助」、警察や消防などの公的な援助である「公助」とともに、地
域での共同体やボランティア、企業などが助け合う「共助」の仕組みの構築がとても重要です。
　大規模災害では、専門の防災機関（消防、警察、市役所など）は全ての災害現場に向かうことは困難と
なります。平成23年に発生した東日本大震災での救助救出活動の大部分は、地域住民による「共助」の力
によって行われました。そうした地域の力を備えて、皆さんの自治会でも「自主防災組織」を立ち上げ、
自分たちのまちを自分たちで守りましょう！

（１）地域の現状や危険場所を理解することで、
　　　安全に避難できます。
（２）災害時に取るべき行動が割り振られてお
　　　り、迅速な対応ができます。
（３）平常時の活動をとおし、  地域コミュニティ
　　　向上と連帯感が生まれます。

  　 　34-0411市防災交通課

市内自主防災組織、今年度組織結成予定の市内自治会対 象 者

対象事業

設立に係る
経費

 対象経費 補助内容  補助対象事業経費

上限５万円

上限10万円
※購入に要する
　経費の２分の１
　以内の額

機材購入に係る

経費

自主防災組織を結成して
地域の安全を守ろう！

「自主防災組織活動育成補助金」制度概要

※１組織当たり各補助は１回に限る　　※設立補助制度は今年度設立の組織のみ該当

●結成や補助制度に関して説明が必要な場合、市職員が伺いますので、下記問合先まで気軽にご連絡ください。

組織結成のメリット
結城市

茨城県

全　国 ７９．１％

７２．４％

２４．３％

（平成26年４月１日現在）

自主防災組織率


